
浦和大門サッカー少年団 招待大会 

 

第１１回「はばたき杯」 

 

 

期日 202６年 3 月１日（日） 

場所 さいたま市立大門小学校グランド 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



グループ キックオフ 主審 副審

① A 9:00 大門 神根東 別所 当該

② B 9:50 別所 美谷本 大門 当該

③ A 10:40 大久保 神根東 美谷本 当該

④ B 11:30 美谷本 土合 神根東 当該

⑤ A 12:20 大門 大久保 土合 当該

⑥ B 13:10 別所 土合 大久保 当該

⑦ 5位決定 14:00 大門
決勝
２チーム

⑧ 3位決定 14:50 大門
5位決定
２チーム

⑨ 決勝 15:40 大門
3位決定
２チーム

　　―　

対　戦　チ　ー　ム

　　―　

　　―　

　　―　

　　―　

　　―　

　　―　

　　―　

　　―　



 

 

 

 

 

 

 



 

 



 さいたま市立大門小学校案内図  浦和大門サッカー少年団 

 会場:さいたま市立大門小学校（さいたま市緑区大門 1189） 

 

 会場案内図:下図参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意事項: 

 駐車場所は当日会場にてお伝え致します。 

 周辺道路への路上駐車はお控えください。 

 学校敷地内及び校門前、周辺道路は禁煙となります。喫煙はご遠慮ください。（※学校に通報されてしまいます） 

 ゴミ等は各チームにてお持ち帰りください。 

校門・入口 

校舎前駐車場 給食室前駐車場 

校舎裏駐車場 

三角地帯駐車場 

荷物置き場 



編集委員・ 中小路徹 2 0 1 8 年 1 1 月 1 4 日 1 3 時 5 7 分

サイレントカップで、ハーフタイムに後半のフォーメー

ションを確認する子どもたち

指 導 者 も 保 護 者 も 口 出 し な し 　少 年 サ ッ カ ー 大 会 の 試 み は

　指導者や保護者は口出しせず、黙ってい

よう――そんな少年サッカー大会が、愛知

県で定期的に開かれている。その名もサイ

レントカップ。子どもたちの主体性を高

め、問題解決能力やコミュニケーション能

力を養おうという試みだ。

　１０月２１日、愛知県東浦町の多目的広

場に、西三河地区の地域クラブを中心とす

る小学５年の８チームが集った。

　ハーフタイム。「疲れてできない人はい

る？」と、キャプテンが交代希望を聞いて

いるチームもあれば、「もっとサイドを使

おうよ」と修正点を言い合っているチーム

もあった。

　サイレントカップを主催するのは、刈谷市のワイヴァンＦＣ。クラブダイレクターの今久保

隆博さんは、始めたきっかけを「どの試合も監督やコーチが子どもたちを先導し、多くの指示

が飛び交う。ミスを指摘され、ベンチに下げられた子どもが叱責（しっせき）を受ける。そん

な様子に疑問を感じた」と振り返る。「子どもはこの年代からアクティブに取り組むことでこ

そ、サッカー以外の部分を含めて将来の適応能力がつく。そして、指導者には普段の練習のあ

り方を見つめる機会にしてほしい」と話す。

ピッチ脇に大人は入れず

　ピッチ脇に大人は入れない。ハーフタイムのミーティングや選手交代はもちろん、試合前の

ウォーミングアップや先発メンバーの決定、作戦など、試合に関わるすべてを子どもたちに預

ける。そして、試合に全員が出るのがルールだ。昨年１１月に１回目を行い、今回が１３回目

だった。

　名古屋市の守山ＦＣは初参加。子どもたちに感想を聞くと、「味方に何をアドバイスしてい

いか、わからない」と戸惑いの声が出た。一方、メンバーの決め方は「試合に出る時間を平等

にしている」という。



　見崎渉コーチは「いつも作戦を授けてしまい、プレーを限定させているかも。もっと任せて

いいと思った」と話した。岡崎市の細川少年サッカークラブの高野克美監督は「もどかしい」

と本音を明かしつつ、普段と違うフォーメーションを選択しているのを見て「固定観念にとら

われていない」と感心した。

　試合では、一つの傾向が出る。相手のカウンターを受けての失点が多くなるのだ。指導者の

指示がないと、スペースを突かれる場面が増える。かつてＪ１名古屋で主に育成を担当してい

た今久保さんは、「守備意識が低いというより、得点をしたいという本能的な欲求の表れ」と

みている。

　大人が黙るサッカーは、子どもたちの主体性だけでなく、得点に結びつくプレーをめざす積

極性も育む。（編集委員・ 中小路徹 ）

朝 日 新 聞 デ ジ タ ル に 掲 載 の 記 事 ・ 写 真 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。 す べ て の 内 容 は 日 本 の 著 作 権 法 並 び に 国 際

条 約 に よ り 保 護 さ れ て い ま す 。  
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